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11 月号（71-11）著者プロフィール  

1. 出身地	 2. 出身高校	 3. 出身大学	 4. 研究テーマ	 5. 最近思うこと	 6. 信条 

7. 最近，感銘を受けた 1冊	 8. 趣味	 9. ごひいきの球団，チーム，番組	 10. ホームページ 
 

●特集：コンピュータはカガク研究をどう変えたか？  
◆ 概 説 ◆ こんなに変わった研究環境 
◆ Future Story ◆ 202X年 科学者ケム博士の研究室を訪ねて	

 

伊藤	 眞人（いとう	 まさと）  

創価大学理工学部教授 
 

1. 大阪府生まれ高知県育ち 

2. 私立高知学芸高等学校 

3. 1982年東京大学大学院理学系研究科化学専攻博士課程修了 

4. 新規な機能性有機化合物の合成と評価，化学教育のための新規教材開発 

5. 化学は，マクロな物質の引き起こす現象を，目に見えないミクロな存在である原子・分子の動

きと結びつけ，元素記号を文字とする抽象的な言葉（化学語？）でこれを記述する学問だといわ

れる．世の中には，目には見えないけれど，とても大切なものが他にもたくさんある．化学を学

ぶことは，そうした目に見えない存在を認識する想像力を育てることといえるかもしれない． 

6. 世を識り己を知りたゆみなく励めば道は拓ける． 

7. 阿部 豊『生命の星の条件を探る』文藝春秋 

8. 球技（最近は見るほうばかり），SF読書，鉄道 

9. FC東京，ステラ相模原 
10. http://www.t.soka.ac.jp/~itomasa/ 

	

◆ 回 想 ◆ 有機合成化学者から見たコンピュータの登場とその活用 

 

高橋	 孝志（たかはし	 たかし）  

横浜薬科大学薬科学科教授，創薬センター長 

 

1. 仙台市 

2. 宮城県立仙台第一高等学校 

3. 1976年コロンビア大学大学院化学研究科博士課程修了，Ph.D. 

4. 有機合成，コンビナトリアル（ライブラリー）合成，フロー合成，PET・SPECT科学 

5. 横浜薬科大学の建学精神でもある「個性の伸展による人生錬磨」（モチベーションが高い学
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生には一流の研究を示し，モチベーションが低い学生には「水中に潜り，溺れる人を呼吸させ

ながら岸まで導く」との教育方針で臨み，決して上からの目線で学生に対応してはならないと

思ってます） 

8. 釣り，飲み会，旅行 
10. http://www.hamayku.jp/lab/la_01.html	 http://tennenc31.wixsite.com/hamaten 

－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－－ 

 

増井	 悠（ますい	 ひさし）  

横浜薬科大学薬科学科講師 

1. 東京都 

2. 東京都立八王子東高等学校 

3. 2013年東京工業大学大学院理工学研究科博士課程修了 

4. 有機合成，ラボオートメーション，コンビナトリアル合成，フロー合成 

7. 三浦綾子『塩狩峠』新潮社 

8. スポーツ観戦，うなぎ食べ歩き 

9. 横浜 DeNAベイスターズ 
10. http://www.hamayku.jp/lab/la_01.html	 http://tennenc31.wixsite.com/hamaten 

	

◆ 解 説 ◆ 1990年代からのインターネットは 
学術コミュニケーションをどう変えたか 

 

林	 和弘（はやし	 かずひろ）  

科学技術・学術政策研究所（NISTEP）科学技術予測センター上席研究官 

1. 香川県 

2. 神奈川県立湘南高校 

3. 1997年東京大学大学院理学系研究科化学専攻博士課程中途退学，修士（理学） 

4. 学術情報流通の将来，オープンアクセス・オープンサイエンス政策，科学技術予測 

5. 次世代の研究データ基盤と研究活動プラットフォーム 

6. 何も考えずに手を出すのは良くないが，考えるだけで手を出さないのはさらに良くない 

8. ピアノ，海水・淡水魚飼育，PTA 
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◆ Watch ◆ 世界一の化学メディアを目指すChem-Station 

 

山口	 潤一郎（やまぐち	 じゅんいちろう）  

早稲田大学理工学術院准教授 

化学ポータルサイト「Chem-Station」代表 

 

1. 東京都 

2. 私立浜松日大高校 

3. 2007年東京理科大学大学院工学研究科博士課程修了 

4. 分子レベルのモノづくり 

5. 画期的なモノづくりの方法．学会ではない真の化学コミュニティ創製． 

6. 日々真剣勝負 

8. ウェブサイト運営，旅行，スキューバダイビング，マラソン，ラーメン 
10. http://www.chem-station.com, http://www.jyamaguchi-lab.com/ 

 

◆ Other Side ◆ コンピュータは科学者から何を奪ったか 

 

野島	 高彦（のじま	 たかひこ）  

北里大学一般教育部自然科学教育センター化学単位准教授 
 

1. 東京都三鷹市 

2. 相模工業大学附属高等学校（現・湘南工科大学附属高等学校） 

3. 1996年東京大学大学院工学系研究科博士課程修了 

4. DNA化学 

5. 部分と全体 

6. 幸運の女神は用意された心のみに限る 

7. 竹内 健『10年後，生き残る理系の条件』朝日新聞出版 

8. 写真，ギター，鉢植え彼岸花観察 
10. http://www.takahiko.info/ 

 

●解説：計算と実験のインタープレイ 

 

山中	 正浩（やまなか	 まさひろ）  

立教大学理学部化学科教授 
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1. 千葉県 

2. 千葉県立国府台高校 

3. 2001年東京大学大学院理学系研究科博士課程修了 

4. 新規分子触媒の開発と理論的解析 

5. 計算化学が先導する分子触媒の合理設計指針を開拓すること 

6. この泥があればこそ咲け蓮の花 
10. http://www2.rikkyo.ac.jp/web/myamanak/index.html 

 

●紹介：アルツハイマー病の正確な早期診断の実現に向けて 

 

入江	 一浩（いりえ	 かずひろ）  

京都大学大学院農学研究科食品生物科学専攻生命有機化学教授 

1. 広島県 

2. 自由学園高等科（東京都東久留米市） 

3. 1984年京都大学大学院農学研究科修士課程修了，農学博士 

4. アミロイドβの毒性オリゴマーの構造機能解析と薬剤開発，天然物の骨格を利用した新規抗

がん剤の分子設計，機能性食品成分による認知症予防とその体内動態 

8. 化石，鉱物の採集，洋ランの栽培 
10. http://www.orgchem.kais.kyoto-u.ac.jp 

 

 

●企業のカガク研究最前線：日東薬品工業株式会社 

 

米島	 靖記（よねじま	 やすのり）  

日東薬品工業（株）研究開発本部菌研究センター課長 

1. 大阪府 

2. 大阪府立天王寺高校 

3. 2013年京都府立大学大学院生命環境科学研究科博士後期課程修了 

4. 新たな機能をもつ有用菌の探索 

5. 様々な分野の研究者が乳酸菌研究に関心を示していることを感じます． 

6. 人との出会いを大切にしています． 

8. スポーツ観戦，走ること 

9. 阪神タイガース，浦和レッズ 
10. http://www.nitto-pharma.co.jp 
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●カガクへの視点 

 

井野邊	 陽（いのべ	 よう）  

井野邊陽特許法律事務所所長，弁護士，弁理士 
 

1. 大阪府 

2. 洛星高等学校 

3. 1992年京都大学大学院農学研究科修士課程修了 

4. 弁護士・弁理士として（特に理系出身の弁護士として），従来業務の経験を活かしつつ社会

に貢献できることは何があるか． 

5. 研究者やメーカーのデータの改ざん等の不正行為が頻発していますが，かような事態は今後，

倫理教育などによって十分防止できると考えております．若者が理系の職業に憧れを持ち続け

られるよう，関係者が発信し続けることが重要と考えています． 

6. いつも心は笑顔でいこう 

7. マイケル サンデル 著，鬼澤 忍 訳，『これからの「正義」の話をしよう─いまを生き延

びるための哲学』早川書房 

8. NHKの将棋番組の視聴 

9. 阪神タイガース 
10. http://www.inobe-patlaw.com/ 

 


